
第１号様式（第一面）（第６条関係） 

平成２８年１０月３日 

(あて先) 新潟市長 

（申請者）               

住所 新潟市中央区○○町１－１－１ 

氏名 新潟 太郎            印 

電話番号 025-×××-△△△△ 

 

新潟市保存樹等の松くい虫防除補助金交付申請書 

 

新潟市保存樹等の松くい虫防除補助金の交付を受けたいので、新潟市保存樹等の松くい虫防除

補助金交付要綱第６条の規定により、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 補助事業名称      新潟市保存樹等の松くい虫防除事業 

 

２ 補助事業の内容    保存樹等を松くい虫から防除し保全する 

 

３ 補助事業の期間    着手（予定）年月日  平成２８年１１月 １日 

完了（予定）年月日  平成２８年１１月１４日 

 

４ 補助対象樹木 

   新潟市使用欄 

区分 
指定 

番号 
防除方法 

防除 

本数 

補助対象経費 

（見積額）Ａ 

（参考） 

薬効 

期間 

交付申請額 
Ａ×1/2 

ただし1本あたり

5,000円が上限 

保存樹 

567 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 8,640 円 2 年 円 

568 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 12,000 円 2 年 円 

569 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 9,920 円 2 年 円 

570 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 5,250 円 2 年 円 

571 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 3,581 円 2 年 円 

号 □樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 円 年 円 

号 □樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 円 年 円 

号 □樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 円 年 円 

号 □樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 円 年 円 

保存樹林 
100 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 15本 165,000 円 2 年 ※      円 

101 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 24本 240,000 円 2 年 ※      円 

合 計 本 444,391 円  円 

※保存樹林の交付申請額は、指定番号１件につき100,000円が上限です。 

 

補助事業の期間は、 

防除適正期間内としてくださ

い。 

申請日は、 

防除方法ごとに定められた 

交付申請期限内としてください。 

申請者は、保存樹等の松の所有者となります。 

防除方法 交付申請期限 防除適正期間 

樹幹注入 ４月１日から１月３１日 １１月 から ３月 

散布 ４月１日から６月３０日 ５月 から ８月 

土壌灌注 ４月１日から１月３１日 ２月 から ３月 

 

樹幹注入の場合のみ記

入します。 

記入例 

 



第１号様式（第二面）（第６条関係） 

 

５ 添付書類 

（１）対象経費の見積書またはこれに代わるものの写し 

（２）その他市長が必要と認める書類 

 

 

＜ 補助対象要件に関する確認事項 ＞（各項目の該当する□に✔印を記入してください。） 

確 認 項 目 確 認 欄 

申請する保存樹及び保存樹林は、当該年度にこの要綱に基づく補助金の交付を受

けていません。 

はい 

□ 
いいえ 

□ 

申請者は暴力団員又は暴力団等と関係を有する者ではありません。また、必要に

応じて、市が警察に照会する場合は、別途必要な書類の提出を行います。 

はい 

□ 

いいえ 

□ 

市税に未納はありません。また、市長が必要があると認めた場合は、別途必要な

書類を提出します。 

はい 

□ 
いいえ 

□ 

第５条第３項の規程により、保存樹等の松の松くい虫防除について、国、県、そ

の他の団体からの補助金等を受ける場合は、対象経費からその補助金等の額を差

し引いています。 

はい 

□ 
いいえ 

□ 

要綱第８条の規定により、交付決定内容に変更等が生じた場合は、速やかに変更

交付申請書を提出します。 

はい 

□ 
いいえ 

□ 

交付決定を受けた後に松くい虫防除事業に着手し、速やかに実績報告書を提出し

ます。 

はい 

□ 
いいえ 

□ 

要綱第１１条の規定により、交付決定の取消しに係る部分に関し既に交付された

補助金の返還を命じられた場合は、定められた期限までに返還します。 
はい 

□ 
いいえ 

□ 

市長が必要があると認めた場合は、その求めに応じ、補助事業に係るアンケート、

報告、資料の提出、担当職員による現地調査等に協力します。 

はい 

□ 
いいえ 

□ 

（注）確認欄の「いいえ」に✔がある場合、補助対象要件に該当しないため、交付決定ができません。 

 

 

 

 

 

 

補助対象経費の根拠となる見積書

等を添付してください。 

※ 複数の保存樹等について申請

する場合は、指定番号ごとの

内訳が分かるようにしてくだ

さい。 

✓ 

 

✓ 

✓ 

✓ 

 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

記入例 



第３号様式（第８条関係） 

平成２８年１０月１３日 

(あて先) 新潟市長 

（申請者）               

住所 新潟市中央区○○町１－１－１ 

氏名 新潟 太郎          印 

電話番号 025-×××-△△△△    

 

新潟市保存樹等の松くい虫防除補助金変更交付申請書 

 

 平成２８年１０月１１日付新公水第100号で通知のあった新潟市保存樹等の松くい虫防除補助

金の交付決定の内容を、次の通り（変更・取消）したいので、新潟市保存樹等の松くい虫防除補

助金交付要綱第８条第１項の規程により申請します。 

 

記 

 

１ 変更交付申請額 

新潟市使用欄 

既交付決定額 変更交付申請額 

￥ １ ９ ３ ５ ０ ０ ￥       

 

２ 補助事業の期間    着手（予定）年月日  平成２８年１１月２１日 

 完了（予定）年月日  平成２８年１１月２８日 

 

３ 変更交付申請額内訳 

   新潟市使用欄 

区分 
指定 

番号 
防除方法 

防除 

本数 

補助対象経費 

（見積額）Ａ 

（参考） 

薬効 

期間 

交付申請額 
Ａ×1/2 

ただし1本あたり

5,000円が上限 

保存樹 
567 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 8,640 円 2 年 円 

568 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 1 本 12,000 円 2 年 円 

保存樹林 
100 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 15本 165,000 円 2 年 ※      円 

101 号 ☑樹幹注入 □散布 □土壌灌注 24本 240,000 円 2 年 ※      円 

合 計 本 425,640 円  円 

※保存樹林の交付申請額は、指定番号１件につき100,000円が上限です。 

４ 変更の理由 

  

補助事業の期間は、 

各防除方の適正期間内かつ、年

度内でご記入ください。 

 

指定番号 569 号、570 号、571 号の施工を取止めるため。 

記入例 

 



第５号様式（第９条関係） 

平成２８年１１月３０日 

(あて先) 新潟市長 

（申請者）               

住所 新潟市中央区○○町１－１－１               

氏名 新潟 太郎           印 

電話番号 025-×××-△△△△ 

 

新潟市保存樹等の松くい虫防除補助金実績報告書 

 

平成２８年１０月２０日付新公水第１００号の４で交付決定のあった新潟市保存樹等の松くい

虫防除事業が完了したので、新潟市保存樹等の松くい虫防除補助金交付要綱第８条の規定により、

関係書類を添えて下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 補助事業の名称 新潟市保存樹等の松くい虫防除事業 

 

２ 交付算定額 

￥ １ ８ ４ ３ ０ ０ 

 

３ 事業完了年月日   平成２８年１１月３０日 

 

４ 添付書類 

 （１）領収書又はこれに代わるものの写し 

（２）公表内容を証明できる資料 

（３）実施状況がわかる写真 

（４）その他市長が必要と認める書類 

 

５ 補助金交付先（振込先）※報償金の振込口座と同一にしてください。 

フリガナ ニイガタ タロウ 

口座名義 新潟 太郎 
振込先金融機関 預金種別 口座番号 

銀行       本店 

金庫       支店 

農協      出張所 

普通預金 

当座預金 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

●● □□ 

印は、申請書と同じもの

を使用してください。 

事業完了年月日は、 

年度内かつ提出日以前

となります。 

（同日でも可） 

（2）公表内容を証明で

きる資料については、裏

面をご覧ください。 

 

記入例 



公表内容を証明できる資料について 

（手順） 

①防除実施済証（ステッカー）を保存樹等の標識の右下に貼り付けてく

ださい。標識を拭いて汚れを落としてから貼り付けていただくと剥が

れにくくなります。 
 

②標識を撮影した写真を実績報告書に添付してください。 

 

 
 

防除実施済証【見本】 

ステッカー貼り付け箇所 

 

写真の見本 


